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《調査報告》      大学生の古典力調査報告Ⅷ 

～平成 27 年度横浜国立大学教育人間科学部学校教育課程 

                          1 年次生の古典に関する関心度調査～ 

 

安野 葵 
 
はじめに 

平成 23 年度に小学校へ古典教育が導入さ

れてから、今年度で 6 年目を迎えた。現在の

小学校第 6 学年は、第 1 学年のころから古典

を学んでいることになる。（本稿で扱う調査は

平成 27 年度に実施しているため、調査時にお

いて第 1 学年から古典を学習している児童は、

小学校第 5 学年にあたる。） 
このような中で、小学校教員には著名な古

典作品についての知識を最低限持っているこ

とが求められるが、現在の教員志望の学生は

古典をどの程度理解し、どのような意識を古

典に対して抱いているのであろうか。 
本稿は、教員志望の学生たちが積極的に古

典に関わっていく姿勢をもてるよう支援する

ことを目的に発足をした「古典教育デザイン

研究会」（主宰：横浜国立大学教授 三宅晶子、

HP：http://kotened.webcrow.jp/）が実施した、

大学生の古典力に関する調査の第８回目の報

告である。 
本調査は平成 27 年度横浜国立大学教育人

間科学部学校教育課程 1 年次生必修科目であ

る「小教専国語」受講生 218 名（春期：117
名、秋期：101 名）を対象に行った。 
 
１、アンケートの概要 
 本調査は大問Ⅰ「実力テスト」、大問Ⅱ「古

典作品や授業に関する意識調査」の二部構成

となっている。調査に用いた質問紙は、論文

末の添付資料の【資料１】を参照されたい。

なお、設問は前年度の調査で使用したものと

基本的には同様である。（異なる箇所について

は適宜示す。） 
 大問Ⅰは 5 つの小問（A~E）から成り、そ

れぞれ以下に関する問題を出題した。 
A：『竹取物語』（計 6 題） 
B：『おくのほそ道』（計 10 題） 
C：『俊頼髄脳』（計 4 題） 
D：『徒然草』（計 7 題） 
E：季語に関する問題（計 14 題） 

旧暦の名称に関する問題（計 22 題） 
 

 大問Ⅱにおける意識調査の概要は以下の通

りである。 
【一】大問Ⅰの各問題（A～D）の作品につい

ての既読状況の調査。既読の作品については

「いつ、機会、方法、感想」を併せて調査。 
【二】小学校教科書に掲載されている古典文

学作品について、既読状況とその程度の調査。 
【三】古典文学・漢文学について「好き嫌い」

の意識調査。 
【四】小学校、中学校、高等学校、予備校・

学習塾のそれぞれで受けた古典の授業に対す

る不満点の調査。 
【五】小問【四】にて挙げたそれぞれの校種

の古典担当の教師に求められている力につい

ての調査。 
【六】自分が古典の授業を担当することにな

った際に不安な点の調査。 
【七】今後、古典の授業を自信もって行うた

めに開催してほしい講座や支援してほしい内

容についての調査。 
 
※本調査は成績等には無関係であると断った

上で、学籍番号を明記してもらった。 
 
２、実力テスト結果の傾向及び特色 
 本章では大問Ⅰの結果について見ていく。
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各問題の内容、形式、正答率を表で示した上

で、主に正答率の低い設問について分析と考

察を行う。なお、正答率に関しては春学期と

秋学期を合算した通年の数値を示す。 
 
Ⅰ-A：『竹取物語』 
 本文の出題箇所は倉持皇子が偽りの冒険譚

を語る場面である。昨年度は物語冒頭部を掲

載していたが、難易度をあげるために今年度

は削除した。結果は表１の通りである。 
表１  

 
物語冒頭部を掲載しなかったことにより、

作品名の正答率が昨年度の 96.6％から 41.9％
へと大幅に下がった。 

『竹取物語』冒頭部は中学校での古典入門

として多く扱われ、授業の中で暗唱させる場

合が多いようである。このため、物語冒頭部

の認知率は非常に高いことが昨年の結果から

もわかる。これは教育の成果と言えるであろ

う。しかし、今年度の結果からは、馴染みの

ある著名な作品であっても、冒頭部以外の物

語内容は生徒にあまり定着していない実態を

指摘することができる。 
 問三・問五の設問に対する正答率の低さは、

昨年度の報告 1と同様である。問三は「何と

か申す」を現代語訳する問で、解答の傾向は

昨年度の分析結果と同じく、「申す」の謙譲の

意味を反映させずに「言う」と訳す学生が多

かった。 
 問五は、倉持皇子が「いとわろかりしかど

も」と述べた理由に関する問である。正答率

は昨年度と全く同じであった。「わろし」とは、

「いろいろな物事に関して、価値の低いこと

を表し」、「あまり上等･上質ではないという程

度の意で使われることが多い 2」語である。

まずこの語句の意味を理解した上で、倉持皇

子の心情を捉えなければならない。 
誤答の状況として、ウ「珍しい枝であるこ

とをぜひとも強調したい」が 25.7%と、正答

と同程度に選ばれていた。このことから、「わ

ろし」の意味を正しく把握できていないこと

が、正答率の低さの一因として挙げられるの

ではなかろうか。 
また、誤答の中で一番多かったのは、エ「勝

手に折ったので、その土地の人たちに申し訳

ない」の 35.3%で、正答率を上回った。この

場面では、何としてもかぐや姫と結婚したい

がために、偽の「蓬莱の玉の枝」を用意した

上で、架空の冒険譚をいかにも事実であるよ

うに工夫して語る倉持皇子の複雑な心情を読

み取らなければならない。選択肢を選ぶ際に

は、皇子が架空の冒険譚の締めくくりとして、

苦労して手に入れたと言う「蓬莱の玉の枝」

について、姫にどのように伝えるのかという

点を考える必要がある。これらを考慮すれば、

エの選択肢が場面にそぐわないことは明らか

である。 
しかし、以上のような誤答の状況・正答率

の低さには、出題の仕方にも大きな原因があ

ったと考える。問題文にリード文など記すこ

となく、いきなり倉持皇子の冒険譚を掲載し

たため、倉持皇子が「誰に」「何のために」冒

険譚を語っているのかが全くわからないので

ある。 
人物の心情を捉えるには、他の人物との関

係性や場面の状況などを考慮する必要がある

ため、来年度以降はリード文の掲載を検討し

ていきたい。 
 
 
Ⅰ-Ｂ：『おくのほそ道』 
 昨年度は「那須の黒羽」を出題したが、今

年度は定番教材でもある「平泉」を出題した。

問題番号 内容 形式 正答率 

一・ア 作品名 記述 45.0% 

一・イ 成立時代 記述 64.2% 

二 現代語訳 選択 92.2% 

三 現代語訳 記述 22.5% 

四 現代語訳 選択 59.6% 

五 内容把握 選択 26.6% 
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結果は表２の通りである。 

表２ 

 

「平泉」は昨年度の「那須の黒羽」よりも

既習率が高いはずであるが、問１の正答率は

昨年度とほとんど変わらない。既読率を確認

すると、64.7%（添付資料 表６）であり、昨

年度の 19.5%から大幅に上がっていた。この

ことから、『おくのほそ道』の本文と作品名・

作者名が結び付いていない人が多くいること

がわかる。 
本作品は紀行文であるため、その内容と作

者には密接な関係がある。教科書には芭蕉の

旅の工程がわかる地図が掲載されるなど、工

夫が見られるが、生徒の印象には残らないよ

うである。『おくのほそ道』は古典の定番教材

でもあるため、教員にはその扱い方の工夫を

求めたい。 

また、今回の調査から、漢文の項目として、

芭蕉が引用した杜甫の「春望」に関する問を

設けたが、作品名・作者名ともに低い正答率

となった。漢詩については著名な作品であっ

ても、作者・作品名が定着していないことが

明らかとなったため、今後改善が図られるべ

きである。 

 問四(ⅱ)では敬語「はべり」に関する問を

新設した。敬意の種類に関しては、「謙譲」か

「丁寧」の 2 択に絞られる問であるが、誤答

の状況は「謙譲」が 16.5%に対して、「尊敬」

が 21.6%とやや上回った。敬意の方向につい

ては、地の文で用いられているため、「作者か

ら」であると捉えるのは容易であったと見ら

れ、正答率は高い。しかし、誰に向けた敬 

意であるかという問に対する正答率はあまり

高くなかった。(a)(b)どちらも正解した人は

42.7%にとどまっていることからも、敬語に関

する理解については課題があると言えるであ

ろう。 

 

Ⅰ-Ｃ：『俊頼髄脳』 

 昨年度は『歴代名画記』の「画竜点睛」を

出題したが、今年度はより平易な文章として

『俊頼髄脳』を採択し、「垣ごしに馬を午とは

いはねども人の心のほどをみるかな」の歌論

を抜粋した。結果は表３の通りである。 

表３ 

問題番号 内容 形式 正答率 

一 語句の意味 選択 92.7% 

二 内容把握 記述 82.6% 

三 現代語訳 選択 76.1% 

四 格助詞の識別 選択 87.6% 

 

『俊頼髄脳』の既読率は 15.1%（添付資料 
表６）と非常に低く、解答者の大半が初めて

目にする文章であったことが窺えるが、いず

れの問も 7～9 割程度の高い正答率を記録し

た。「あやし」の語句の意味は現代語と異なる

ものの、正答が 9 割を超えている。基礎的な

古語の定着、文章からの類推ができているこ

とが窺える。  

また、孔子が「馬」を「牛」とよんだ理由

について答える記述式の問についても、8 割

が正答している。主語が明確で簡潔な文章の

ため、内容理解が容易であったと見られる。 

 
Ⅰ-D：『徒然草』 
 出題箇所は 19 段の冒頭部で、昨年度は掲

問題番号 内容 形式 正答率 

一・ア 作品名 記述 33.9% 

一・イ 作者名 記述 33.5% 

一・ウ 成立時代 記述 35.3% 

二 語句の意味 記述 89.9% 

三・ア 作品名（春望） 記述 15.6% 

三・イ 作者名（杜甫） 記述 28.9% 

四(ⅰ) 内容把握 選択 83.0% 

四(ⅱ)・ア 敬意の種類 記述 56.9% 

四(ⅱ)・イ 

(a) 

敬意の方向 

(誰から) 
記述 87.6% 

四(ⅱ)・イ 

(b) 

敬意の方向 

（誰へ） 
記述 44.5% 
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載していた作品名を今年度は削除した。結果

は表４の通りである。 
表４  
問題番号 内容 形式 正答率 

一 作品名 記述 9.6% 

一 作者名 記述 7.8% 

一 成立時代 記述 14.7% 

二・① 語句の意味 選択 92.7% 

二・② 語句の意味 選択 96.8% 

二・③ 語句の意味 選択 67.9% 

三 内容把握 選択 85.8% 

 
作品名の正答率の極端な低さから、古典の定

番教材である『徒然草』であっても、19 段は

現場で扱われることがほとんどないことがわ

かる。 
作品名の誤答状況としては『枕草子』が最

も多く、27.5%を記録した。これに伴い、作

者名・成立時代についても「清少納言」「平安

時代」とする解答が多かった。このような結

果は、授業の中で『徒然草』が教訓的な章段

に偏って扱われていることが一つの原因とし

てあげられるであろう。季節の情感が語られ

る本文に、『徒然草』は結びつかず、「春はあ

けぼの…」と慣れ親しんだ『枕草子』を連想

する学生が多かったのだと考えられる。 
小学校から高等学校までの古典教育の中で、

定番教材である『徒然草』の章段の採択・取

り扱いについては、今後改めて検討されるべ

きである。 
 
Ⅰ-Ｅ①：季語に関する問題 
 次の季語に関する読みと季節を問う問題を

計 7 問出題した。正答率の傾向に関しては昨

年と同様で、結果は表５の通りである。 
「蛍」「霧」「霞」など現代でも日常で用い

る語に関しては読みの正答率が高い一方で、

季節の正答率は軒並み低い。「薬玉」「東風」

「野分」に関する正答率の低さも昨年と同様

のため考察は省略するが、現代において失わ

れつつある季節の感覚を豊かに持ち、古典作

品に親しむためにも、季語への理解はより一

層重要視されなければならない。 
表５ 

問題 読み 季節 

蛍 96.3％ 74.8％ 

霧 92.2％ 36.2％ 

霞 91.7％ 69.3％ 

薬玉 25.2％ 16.1％ 

東風 29.8％ 36.7％ 

野分 31.7％ 32.6％ 

五月雨 88.5％ 74.3％ 

 
Ⅰ-Ｅ②：旧暦の名称に関する問題（P○○参照） 

 五月を「皐月（さつき）」と呼ぶような、旧

暦の名称に関する問題（書き取りと読み取り）

を出題した。結果はグラフ１の通りである。 
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グラフ１ 旧暦名称の正答率

書き 読み

 全問正解は 218 名中 43 名おり、昨年度（23
名）・一昨年度（16 名）の調査から増えたも

のの、大半が一部のみを記憶している状況に

変わりない。７月の正答率の低さ、無回答率

の高さについても昨年度と同様である。旧暦

名称について、現場ではあまり重要視されて

いない、又は生徒が興味関心を持ちにくいと

いった状況が窺える。古典常識として、早い

段階から定着させていく必要があると考える。 
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３、アンケートの結果及び傾向 
【一】 
 大問Ⅰの各小問（A～D）で挙げた作品につ

いて、どの程度読んだことがあるのかを調査

した。既読の作品については「いつ、機会、

方法、感想」を併せて調査し、既読者の中で

の割合を算出した。結果は表６の通りである。 
表 6 

 

竹取 

物語 

おくの 

ほそ道 

俊頼 

髄脳 
徒然草 

1 既読率 48.6% 64.7% 15.1% 30.7% 

2-ⅰ 小学校 5.7% 6.4% 3.0% 3.0% 

  中学校 48.1% 39.0% 9.0% 17.9% 

  高校 44.3% 52.5% 84.8% 77.6% 

  浪人 0% 2.1% 3.0% 3.0% 

  大学 0% 0% 0% 0% 

  その他 0% 0% 0% 0% 

2-ⅱ 授業 87.7% 90.8% 57.6% 76.1% 

  
受験 

勉強 
7.5% 9.9% 45.5% 20.9% 

  趣味 2.8% 0% 0% 0% 

  その他 0% 0% 0% 1.5% 

2-ⅲ 原文 24.5% 26.2% 42.4% 35.8% 

  注釈付 50.0% 53.9% 39.4% 47.8% 

  
現代語 

訳付 
21.7% 19.9% 21.2% 16.4% 

  
現代語 

訳のみ 
1.9% 0% 0% 9.0% 

  その他 0% 0% 0% 0% 

2-ⅳ 
面白 

かった 
51.9% 37.6% 54.5% 47.8% 

  
つまらな

かった 
3.8% 9.2% 9.0% 9.0% 

  普通 42.4% 53.2% 39.4% 44.8% 

既読率について、『竹取物語』と『徒然草』

は本来 8~9 割程度あるべき作品である。しか

し、本アンケートでは設問に作品名を記載し

ていないため、実力テスト内で作品名の記載

の無い本文については、読んだことが無けれ

ば作品名も分からないままに回答することに

なる。来年度以降の調査では、設問に作品名

を明記するなど、改善を図りたい。 
【二】 

小学校の教科書に掲載されている古典文学

作品について、既読の状況を調査した。結果

は論文末の添付資料のグラフ２の通りである。 
昨年度と同様に、「桃太郎」「鶴の恩返し」

「猿蟹合戦」「花咲爺さん」などの昔話や、中

高の古典教材である『源氏物語』『枕草子』『平

家物語』の既読べ率が非常に高く、いずれも

９割を超えている。 
しかし、その内訳を見ると、「読んだことは

あるが、内容はよく覚えていない」という回

答率が、昔話は低いのに対して、古典教材で

は高くなっている。古典教材については、既

読者の中で内容をよく覚えている人よりも、

覚えていない人の方が多いという結果が得ら

れているのである。 
幼少期に知ったであろう昔話よりも、最近

学んだはずの古典作品の方が記憶に残らない

とは、どういうことであろうか。これは、限

りある授業時間の中で、古典作品のごく一部

分しか扱えていないことが原因であると考え

られる。物語などの一部だけを学習し、全体

像がつかめないまま次の作品にうつってしま

うことで、作品への印象は薄れてしまう。 
しかし、現場で一つの作品の全体を扱うこ

とは非常に困難である。教師は教科書の中の

世界だけを伝えるのではなく、作品全体の特

徴などを把握した上で、児童生徒に補足的な

説明を行うことが必要であろう。 
【三】 
 古文、漢文のそれぞれについて、好き嫌い

の意識調査を行った。選択肢は「大好き、好

き、普通、嫌い、大嫌い」である。結果は次

頁グラフ３・４の通りである。 
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古文・漢文ともにこれまでの調査と変わら

ず、好き嫌いの比率に差はほとんどないと言

える。昨年度の報告でも言及があったが、「普

通」と答えた４割程度の人は、授業の在り方

によって、「好き」にも「嫌い」にも変化する

可能性を持っている。古典を教える教員の裁

量が問われていることは言うまでもない。 
【四】 
 各時代に受けた古典の授業で、不満に感じ

た点を調査した。受講者には不満点について

優先順位をつけてもらったが、２位以下を記

入した学生が１割に満たなかったため、優先

順位はグラフに反映させていない。結果は添

付資料のグラフ５の通りである。これも昨年

度と同様の傾向が見られた。中学・高校にな

って「文法、語法ばかり」「暗記ばかり」の２

項目の回答率が高くなる。これらを不満に感

じるのは、文法の学習や古語などの暗記が、

古典作品を楽しむことや、読みを深めること

に活かされなかったからであると考える。現

場では文法を知ることが目的化してしまって

いるのではなかろうか。古典を読むため、よ

り楽しむために文法を学ぶという実感を、児

童生徒に持たせるような授業の在り方を求め

たい。 
【五】 

それぞれの校種の古典担当の教師に求めら

れている力についての調査を行った。結果は

添付資料のグラフ６～９に示す。 
昨年度と同様に、小学校教員には「朗読が

上手」であること、「古典作品が好き」である

ことが多く求められ、中学・高校になると「古

典作品に対する知識が豊富」であること、「文

法を詳しく教えられる」ことが求められてい

る。予備校に関しては全体的に昨年度よりも

回答率が上昇しており、学校の授業で足りな

い部分を予備校で補おうとする意識の高まり

が垣間見える。 
【六】 
 実際に教師として古典の授業を行う際に不

安に思うであろう点を選択肢としていくつか

挙げ、あてはまるものを選択してもらった。

結果は表７の通りである。 
表７ 

不安な点 割合 

古典作品をあまり読んでいない。 56.9％ 

そもそも古典が好きではない 33.5％ 

文法がよく分からない 32.6％ 

世界観がよく分からない 11.0％ 

古文を声に出して読むのが苦手 6.9％ 

その他 3.7％ 

これまでの調査と同様に、「古典作品をあま

り読んでいない」点を不安に感じる人が一番

多い。古典作品を読むということは、古典に

関する知識を増やすということにもつながっ

ている。高校までの授業では、古典作品に触

れる機会が少なく、知識もあまり身につかな
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かったと実感しているであろう学生が、過半

数いる点は看過できない。 
昨年度二番目に多かったのは、「文法がよく

わからない」であったが、今年度は僅差で「そ

もそも古典が好きではない」が上回った。古

典に対する学生の消極的な姿勢が窺える。 
【七】 
 【六】を踏まえ、今後、古典の授業を自信

持って行うために、開催してほしい講座や支

援してほしい内容について記述してもらった。

多く挙げられた意見を以下に記す。 
（１）教師としての知識・教養について 

・著名な古典作品の概要、世界観、時代

背景や作品成立の背景などの知識を得

たい 
・文法の復習、丸暗記ではなく覚える方

法を知りたい 
・古典を面白いと感じ、好きになれるよ

うな講座を受けたい 
・内容を楽しみながら、様々な作品に触

れたい 
（２）授業の方法について 

・古典を楽しく、好きになれるような授

業の方法を知りたい 
・丸暗記でなく、文法を楽しく教える方 
法を知りたい 
・小学校の古典の授業はどのように行わ

れているのか知りたい 
古典を教えるために、まずは自分自身が古

典作品や文法の知識を身につけたいと感じて

いる人が多いことがわかった。また、古典の

面白さを知り、好きになりたいと感じている

人が多い。高校までの教育の中では、古典の

面白さを感じることができなかった人が多い

のである。自身が古典の授業を楽しいと感じ

た経験を持たないために、「楽しい古典の授

業」をイメージすることができないようであ

る。このままの状態で教師になってしまって

は、児童生徒に古典の魅力を伝えることはで

きないであろう。古典の授業の方法といった

技術的な面ではなく、まずは教師、又は教師

を目指す学生の古典に関する興味関心を高め

るための支援が必要である。 
 

おわりに 
本学の教員養成課程１年次生必修科目であ

る「小教専国語」の中で、古典の講義は１回

（本調査の回を含めると２回）である。これ

は、小学校の国語の授業で古典が扱われる割

合を考えれば、妥当な回数と言える。しかし、

扱う回数は少なくても、児童生徒が古典に親

しみを持てるような授業を行うには、多くの

知識・教養が必要である。古典を教えるため

に、「多くの作品に触れ、知識を増やしたい」

「古典の面白さを知りたい」と感じている学

生にとっては、物足りない回数であろう。 
本学の教員養成課程の中で、国語専攻に進

むことができるのは、２０名程度である。そ

の他の学生が、じっくりと古典に触れ、知識・

教養を身につけられるような機会が求められ

る。教師になる上では、独力で教材研究をし、

知識・教養などを身につけていく必要がある

が、その原動力となる「古典の魅力・面白さ」

について、学生が自ら感じられるような支

援・講座の在り方を模索していきたい。 
 なお、本調査は、科学研究費基盤研究(c)「中

等国語科教員に必要な「古典力」育成のため

の教育プロジェクトと開発」（代表 三宅晶子）

の事業の一環である。 
 

(横浜国立大学大学院 教育学研究科) 
 

                                                        
1 窪田祐樹「大学生の古典力調査Ⅶ～平成 26 年度横

浜国立大学教育人間科学部学校教育課程 1 年次生の

古典に関する関心度調査～」『横浜国立大学国語教育

研究』第 41 号 2015 年 11 月 
2角川古語大辞典編集委員会編『角川古語大辞典

CD-ROM 版』角川学芸出版 2002 年 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

桃太郎

金太郎

八岐大蛇

笠地蔵

猿蟹合戦

三枚のお札

因幡の白兎

鶴の恩返し

海さち山さち

泣いた赤鬼

花咲爺さん

源氏物語

枕草子

平家物語

春暁

グラフ ２ 小学校教科書掲載作品の既読状況

読んだことがある 読んだことはあるが、内容はよく覚えていない

読んだことはないが、作品名は知っている 読んだことも、作品名も知らない

0%

10%

20%

30%

40%

50%

教
師
の
知
識
不
足

文
法
・
語
法
ば
か
り

暗
記
ば
か
り

配
布
資
料
が
少
な
い

視
覚
教
材
の

使
用
が
少
な
い

教
師
の
朗
読
が
下
手

授
業
で
取
り
上
げ
た

作
品
が
つ
ま
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

グラフ５ 古典の授業に対する不満

小学校

中学校

高校

予備校
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

古典に対する知識が豊富

文法を詳しく教えられる

朗読が上手

古典作品をたくさん読んでいる

古典作品が好き

その他

グラフ６

小学校の古典担当教師に求められる力

1位 2位 3位 4位 5位

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

古典に対する知識が豊富

文法を詳しく教えられる

朗読が上手

古典作品をたくさん読んでいる

古典作品が好き

その他

グラフ 7
中学校の古典担当教師に求められる力

1位 2位 3位 4位 5位
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古典に対する知識が豊富

文法を詳しく教えられる

朗読が上手

古典作品をたくさん読んでいる

古典作品が好き

その他

グラフ ８

高校の古典担当教師に求められる力

1位 2位 3位 4位 5位

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

古典に対する知識が豊富

文法を詳しく教えられる

朗読が上手

古典作品をたくさん読んでいる

古典作品が好き

その他

グラフ ９

予備校の古典担当教師に求められる力

1位 2位 3位 4位 5位
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【
資
料
１
】
質
問
紙 

古
典
力
ア
ン
ケ
ー
ト 

 
 

教
員
に
必
要
と
さ
れ
る
「
古
典
力
」
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
於 

小
教
専
国
語 

 

 

二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
（
火
） 

 

学
籍
番
号
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 Ⅰ

．
Ａ
～
Ｅ
の
問
題
を
解
い
て
下
さ
い
。 

Ａ
．
次
の
文
章
は
、
倉
持
皇
子
が
架
空
の
冒
険
談
を
語
る
部
分
で
あ
る
。
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

こ
れ
や
わ
が
求
む
る
①
山
な
ら
む
と
思
ひ
て
、
さ
す
が
に
恐
ろ
し
く
お
ぼ
え
て
、
山
の
め
ぐ
り
を
さ
し
め
ぐ
ら

し
て
、
二
三
日
ば
か
り
、
見
歩
く
に
、
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
し
た
る
女
、
山
の
中
よ
り
い
で
来
て
、
銀
の
金
椀
を
持

ち
て
、
水
を
く
み
歩
く
、
こ
れ
を
見
て
、
船
よ
り
下
り
て
、
こ
の
山
の
名
を
②
何
と
か
申
す
。
と
問
ふ
。
女
、
答

へ
て
い
は
く
、
こ
れ
は
、
蓬
莱
の
山
な
り
。
と
答
ふ
。
こ
れ
を
聞
く
に
、
う
れ
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。 

そ
の
山
、
見
る
に
、
③
さ
ら
に
登
る
べ
き
や
う
な
し
。
そ
の
山
の
そ
ば
ひ
ら
を
め
ぐ
れ
ば
、
世
の
中
に
な
き
花

の
木
ど
も
立
て
り
。
金
・
銀
・
瑠
璃
色
の
水
、
山
よ
り
流
れ
い
で
た
り
。
そ
れ
に
は
、
色
々
の
玉
の
橋
渡
せ
り
。

そ
の
辺
り
に
、
照
り
輝
く
木
ど
も
立
て
り
。
そ
の
中
に
、
こ
の
取
り
て
ま
う
で
来
た
り
し
は
、
④
い
と
わ
ろ
か
り

し
か
ど
も
、
の
た
ま
ひ
し
に
違
は
ま
し
か
ば
と
、
こ
の
花
を
折
り
て
ま
う
で
来
た
る
な
り
。 

  

問
一
、
こ
の
作
品
の
、
ア
「
作
品
名
」
イ
「
成
立
時
代
」
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

問
二
、
傍
線
①
「
山
な
ら
む
」
の
意
味
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア
、
山
で
は
な
い
。 

イ
、
山
で
あ
る
べ
き
だ
。 

ウ
、
山
だ
ろ
う
。 

エ
、
山
で
あ
れ
ば
い
い
。 

 

問
三
、
傍
線
②
「
何
と
か
申
す
」
の
意
味
（
現
代
語
訳
）
を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
四
、
傍
線
③
さ
ら
に
登
る
べ
き
や
う
な
し
の
現
代
語
訳
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア
、
少
し
も
登
る
理
由
が
な
い
。 

 
 

イ
、
あ
ま
り
登
り
た
く
も
な
い
。 

 

ウ
、
こ
れ
以
上
登
る
必
要
は
な
い
。 

 

エ
、
全
く
登
る
こ
と
が
出
来
な
い
。 

 

問
五
、
傍
線
④
「
い
と
わ
ろ
か
り
し
か
ど
も
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア
、
謙
遜
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
真
実
味
を
加
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。 

イ
、
本
当
に
粗
末
な
枝
で
あ
る
の
で
、
姫
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。 

ウ
、
珍
し
い
枝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
強
調
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。 

エ
、
勝
手
に
折
っ
た
の
で
、
そ
の
土
地
の
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。 
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Ｂ
．
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

①
三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
、
大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。
秀
衡
が
跡
は
田
野
に
な
り
て
、
金
鶏

山
の
み
形
を
残
す
。
ま
づ
高
館
に
登
れ
ば
、
北
上
川
、
南
部
よ
り
流
る
る
大
河
な
り
。
衣
川
は
和
泉
が
城
を
巡
り

て
、
高
館
の
下
に
て
大
河
に
落
ち
入
る
。
泰
衡
ら
が
旧
跡
は
、
衣
が
関
を
隔
て
て
南
部
口
を
さ
し
固
め
、
夷
を
防

ぐ
と
見
え
た
り
。
さ
て
も
義
臣
す
ぐ
つ
て
こ
の
城
に
籠
も
り
、
功
名
一
時
の
叢
と
な
る
。「
②
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、

城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
と
笠
打
ち
敷
き
て
、
③
時
の
移
る
ま
で
涙
を
落
と
し
は
べ
り
ぬ
。 

 
 

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡 

 
 

卯
の
花
に
兼
房
み
ゆ
る
白
毛
か
な 

 
 

曾
良 

   

問
一
、
こ
の
作
品
の
、
ア
「
作
品
名
」
イ
「
作
者
名
」
ウ
「
成
立
時
代
」
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

   

問
二
、
傍
線
①
「
三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
似
た
内
容
を
表
し
て
い
る
部
分
を
、 

古
文
中
か
ら
九
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

問
三
、
傍
線
②
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
唐
代
の
詩
を
引
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
ア
「
題
名
」、
イ
「
作
者
名
」
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。 

  

問
四
、
傍
線
③
「
時
の
移
る
ま
で
涙
を
落
と
し
は
べ
り
ぬ
」
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い 

（ⅰ

）
ど
う
し
て
作
者
は
涙
を
流
し
た
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 

ア 

藤
原
氏
三
代
の
栄
華
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
。 

 
 
 
 

イ 

念
願
が
か
な
っ
て
、
義
経
が
過
ご
し
た
平
泉
に
く
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。 

 
 
 
 

ウ 

自
然
の
悠
久
さ
に
比
べ
て
、
人
間
の
営
み
が
は
か
な
い
と
感
じ
た
か
ら
。 

 
 
 
 

エ 

江
戸
か
ら
随
分
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
旅
を
し
た
こ
と
を
実
感
し
た
か
ら
。 

 

（ⅱ

）「
は
べ
り
」
に
つ
い
て
、
ア
「
敬
語
の
種
類
」
と
、
イ
「
敬
意
の
方
向
」（
ａ
）「
誰
か
ら
」（
ｂ
）「
誰

へ
」
の
形
で
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。 
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Ｃ
．
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

孔
子

こ

う

し

ⓐ
の
、
弟
子
ど
も
を
具
し
て
、
道
を
お
は
し
け
る
に
、
垣
よ
り
、
馬
、
頭

か
し
ら

を
さ
し
い
で
て
あ
り
け
る 

 
 
 

を
見
て
、「
牛
よ
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
弟
子
ど
も
①
あ
や
し
と
思
ひ
て
、
あ
る
や
う
あ
ら
む
と
思
ひ
て
、 

 
 
 

道
す
が
ら
、
心
を
見
む
と
思
ひ
け
る
に
、
顔が

ん

回か

ひ

と
い
ひ
け
る
第
一
の
弟
子
ⓑ
の
、
一
里
を
行
き
て
、 

 
 

②
心
得
た
り
け
る
や
う
、「
日
よ
み
の
午う

ま

と
い
へ
る
文
字
の
、
頭
さ
し
い
だ
し
て
書
き
た
る
を
ば
、
牛
と
い
ふ 

 
 
 

文
字
に
な
れ
ば
、
人
ⓒ
の
心
を
③
見
む
と
て
、
の
た
ま
ふ
な
り
け
り
」
と
思
ひ
て
、
問
ひ
申
し
け
れ
ば
、「
し 

 
 
 

か
、
さ
な
り
」
と
ぞ
こ
た
へ
た
ま
ひ
け
る
。 

 

（
源
俊
頼
「
俊
頼
髄
脳
」
よ
り
） 

   

問
一
、
傍
線
①
「
あ
や
し
と
思
ひ
て
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
次
か
ら
一
つ
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ア
、
気
味
が
悪
い
と
思
っ
て 

 

イ
、
不
思
議
に
思
っ
て 

 
 

 
 

 

ウ
、
不
安
に
思
っ
て 

 
 
 
 

エ
、
珍
し
い
と
思
っ
て 

 
 

問
二
、
傍
線
②
「
心
得
た
り
け
る
」
と
あ
る
が
、
顔
回
は
孔
子
が
ど
の
よ
う
に
考
え
た
と
理
解
し
た
の
か
。
そ
れ
を 

 
 
 
 
 

説
明
し
た
次
の
文
の□

に
入
る
適
当
な
言
葉
を
、
三
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 
 
 

・
馬
が
垣
根
か
ら
頭
を
出
し
て
い
た
こ
と
と
、□

こ
と
を
結
び
つ
け
た
。 

  

問
三
、
傍
線
③
「
見
む
」
の
意
味
を
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

ア
、
見
な
い 

 
 

イ
、
見
る
べ
き 

 
 

ウ
、
見
る
だ
ろ
う 

 
 

エ
、
見
よ
う 

  

問
四
、
傍
線
ⓐ
～
ⓒ
「
の
」
の
用
法
が
違
う
も
の
を
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 
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Ｄ
．
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

「
も
の
の
①
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
と
、
人
ご
と
に
言
ふ
め
れ
ど
、
そ
れ
も
さ
る
も
の
に
て
、
今
ひ
と
き
は

心
も
浮
き
た
つ
も
の
は
、
春
の
け
し
き
に
こ
そ
あ
め
れ
。
鳥
の
声
な
ど
も
こ
と
の
外
に
春
め
き
て
、
の
ど
や
か
な

る
日
影
に
、
墻か

き

根ね

の
草
萌も

え
い
づ
る
こ
ろ
よ
り
、
や
や
春
深
く
霞
み
わ
た
り
て
、
花
も
②
や
う
や
う
け
し
き
だ
つ

ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、
折
し
も
雨
風
う
ち
つ
づ
き
て
、
心
あ
わ
た
だ
し
く
散
り
過
ぎ
ぬ
。
青
葉
に
な
り
行
く
ま
で
、 

③
よ
ろ
づ
に
た
だ
心
を
の
み
ぞ
悩
ま
す
。 

   

問
一
、
こ
の
作
品
の
、
ア
「
作
品
名
」
イ
「
作
者
名
」
ウ
「
成
立
時
代
」
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

  

問
二
、
傍
線
①
「
あ
は
れ
」、
傍
線
②
「
や
う
や
う
」、
傍
線
③
「
よ
ろ
づ
」
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
で
記
号
で 

 
 
 
 

答
え
な
さ
い
。 

  
 
 
 

①
「
あ
は
れ
」
＝
（ 

ア 

す
ば
ら
し
さ 

 

イ 

趣
深
さ 

 

ウ 

情
け
な
さ 

エ 

悲
し
さ 

） 

 
 
 
 

②
「
や
う
や
う
」
＝
（ 

ア 

だ
ん
だ
ん 

 

イ 

す
っ
か
り 

 
ウ 

た
ま
た
ま 

 

エ 

ま
っ
た
く 

） 

 
 
 
 

③「
よ
ろ
づ
に
」＝（ 

ア 

い
た
づ
ら
に 

 

イ 

万
事
に 

 

ウ 
無
意
味
に 

 

エ 

ひ
た
す
ら
に 

） 

  

問
三
、
こ
の
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
を
表
し
た
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
、 

 
 
 

 

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

ア 

よ
ろ
づ
の
こ
と
は
、
月
見
る
に
こ
そ
、
な
ぐ
さ
む
も
の
な
れ
。 

 

イ 

を
り
ふ
し
の
移
り
変
は
る
こ
そ
、
も
の
ご
と
に
あ
は
れ
な
れ
。 

 

ウ 

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。 

 

エ 

し
ば
し
旅
だ
ち
た
る
こ
そ
、
目
覚
む
る
こ
こ
ち
す
れ
。 

 
 Ｅ

．
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

問
一
、
次
の
語
句
の
読
み
方
と
、
い
つ
の
季
節
を
表
す
季
語
で
あ
る
か
［
春
・
夏
・
秋
・
冬
］
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
び
、
答
え
な
さ
い
。 

  

【
蛍 

・ 

霧 

・ 

霞 

・
薬
玉 

・
東
風 

・
野
分 

・
五
月
雨
】 

  

問
二
、「
五
月
」
の
旧
暦
（
異
名
）
は
、「
皐
月
（
さ
つ
き
）」
だ
が
、
そ
の
他
一
月
～
一
二
月
の
旧
暦
（
異
名
）
は
、

何
と
言
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
、
漢
字
と
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 
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Ⅱ

．【
一
】
～
【
七
】
の
質
問
に
お
答
え
下
さ
い
。 

【
一
】
大
問Ⅰ

の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。 

 
 

１
、
問
題
文
に
使
用
さ
れ
た
古
典
文
学
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

 
①
は
い 

②
い
い
え 

 
 

２
、
１
で
「
①
は
い
」
と
答
え
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、 

次
の
中
か
ら
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
数
字
で
答
え
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
ⅰ

．
い
つ 

 

①
小
学
校 

 

②
中
学
校 

 

③
高
校 

 

④
浪
人 

 

⑤
大
学 

 

⑥
そ
の
他 

 
 
 
 
 
ⅱ

．
機
会 

 
①
授
業 

 

②
受
験
勉
強 

 

③
趣
味 

 

④
そ
の
他 

ⅲ

．
方
法 

 

①
原
文 

 

②
注
釈
付
き 

 

③
現
代
語
訳
付
き 

 

④
現
代
語
訳
の
み 

⑤
そ
の
他 

 
 

 
 
 
 
 
ⅳ

．
感
想 

 

①
面
白
か
っ
た 

 

②
つ
ま
ら
な
か
っ
た 

 

③
普
通 

 

【
二
】
左
は
、
小
学
校
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
作
品
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
各
作
品
に
つ
い
て
あ
て
は
ま

る
も
の
を
選
ん
で
答
え
て
下
さ
い
。 

ア
、
桃
太
郎 

イ
、
金
太
郎 

ウ
、
八
岐
大
蛇 
エ
、
笠
地
蔵 

オ
、
猿
蟹
合
戦 

カ
、
三
枚
の
お
札 

 

キ
、
因
幡
の
白
兎 

ク
、
鶴
の
恩
返
し 

ケ
、
海
さ
ち
山
さ
ち 

コ
、
泣
い
た
赤
鬼 

サ
、
花
咲
爺
さ
ん 

 

シ
、
源
氏
物
語 

ス
、
枕
草
子 

セ
、
平
家
物
語 

ソ
、
春
暁 

① 

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。（
ど
ん
な
作
品
だ
っ
た
か
他
人
に
説
明
で
き
る
） 

② 

読
ん
だ
こ
と
は
あ
る
が
、
内
容
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。 

③ 

読
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
作
品
名
は
知
っ
て
い
る
。 

④ 

読
ん
だ
こ
と
も
、
作
品
名
も
知
ら
な
い
。 

 

【
三
】
古
典
文
学
と
漢
文
学
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
好
き
で
す
か
。 

①
大
好
き 

 

②
好
き 

 

③
普
通 

 

④
嫌
い 

 

⑤
大
嫌
い 

 

【
四
】
各
時
代
（
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
学
習
塾
・
予
備
校
）
に
受
け
た
古
典
の
授
業
で
悪
か
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
、
要
因
と
し
て
大
き
い
と
思
う
順
番
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
数
字
で
答
え
て

下
さ
い
。（
⑦
を
選
択
し
た
場
合
は
作
品
名
も
答
え
て
下
さ
い
。） 

 
 
 
 

①
教
師
の
知
識
不
足
（
質
問
し
て
も
答
え
ら
れ
な
い
） 

 

②
文
法
、
語
法
ば
か
り 

 

③
暗
記
ば
か
り 

④
配
布
資
料
が
少
な
い 

 

⑤
視
覚
教
材
（
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
）
の
使
用
が
少
な
い 

 

⑥
教
師
の
朗
読
が
下
手 

 
 
 
 

⑦
授
業
で
取
り
上
げ
た
作
品
が
つ
ま
ら
な
い 

 

⑧
そ
の
他
（ 

 
 
 
 
 

） 

 

【
五
】
各
時
代
（
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
学
習
塾
・
予
備
校
）
の
古
典
を
担
当
す
る
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
選
ん
で
、
大
事
だ
と
思
う
順
番
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
数
字
で

答
え
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

①
古
典
作
品
に
対
す
る
知
識
が
豊
富 

 

②
文
法
を
詳
し
く
教
え
ら
れ
る 

 

③
朗
読
が
上
手 

 
 

④
古
典
作
品
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
る 

⑤
古
典
作
品
が
好
き 

 

⑥
そ
の
他
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 

【
六
】
自
分
が
教
師
に
な
っ
た
と
し
て
、
古
典
の
授
業
を
す
る
際
、
不
安
な
点
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

①
そ
も
そ
も
古
典
が
好
き
で
は
な
い 

②
文
法
が
よ
く
分
か
ら
な
い 

 

③
古
典
作
品
を
あ
ま
り
読
ん
で
な
い 

 
 
 
 

④
世
界
観
が
よ
く
分
か
ら
な
い 

⑤
古
文
を
声
に
出
し
て
読
む
の
が
苦
手 

⑥
そ
の
他
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）  
 

【
七
】
今
後
、
古
典
の
授
業
を
自
信
を
持
っ
て
行
う
た
め
に
、
開
催
し
て
ほ
し
い
講
座
や
、
支
援
し
て
ほ
し
い
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。 

 

以
上
で
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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